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光・イオン・電子・分離機能などを示す超分子集合体・液晶・高分

子などの分子設計・構造制御・機能化について述べる。これらの

分子集合体の機能発現には、精密な分子設計と分子の階層的な

集合構造制御が鍵となる。液晶においては、機能部位を導入した

分子に、カラムナー相・スメクチック相・双連続キュービック相など

のナノ構造液晶相を形成させて、新しい分子機能材料とした。たと

えば、自己組織化・超分子化・高分子化により連続的なナノ空間を

形成させて電池用電解質や水処理ナノ分離膜などを構築すること

ができた。また、液晶相の動的構造変化の活用によるメカノクロ

ミック発光液晶材料も創製した。さらに高分子・液晶と無機結晶の

複合化と構造制御により、新しい機能性融合材料も作製できた。
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